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米国産牛肉の混載事例に関する米国農務省の調査報告書の仮訳の公表について   

昨日、米国農務省から提出のあった、米国産牛肉の混載事例についての調査報告書の  

日本言吾訳（仮訳）をとりまとめたので、別添のとおり公表します。   

また、米国農務省との調整の結果、スイフト社グリーリーエ場の現地調査を12月1  

1日（月）に実施することとしました。   



対日輸出に関する調査報告書（仮訳）  

2006年12月6日  
要約  

目的   

2006年11月、米国農務省（USDA）食品安全検査局（FSIS）のプログラム評価執行検証部  

（OPEER）は、スイフト社の施設番号969の食肉処理施設からの牛胸腺一箱の不適切な日  

本向け出荷に関し調査を行った。当該出荷は、USDA農業販売促進局（AMS）の対日輸出  

証明（EV）プログラムに適合しない ものであった。   

調査結果  

1． FSISの調査により、当該工場が、スイフト社の認定された製品リストに反して、  

牛胸腺の入った20ポンドの箱一箱を日本向けに不適切に出荷したことがわかった。  

USDAはスイフト社より、混入は内臓製品の仕分けを行う内臓部門で発生した旨  

の信頼できる説明を受けた。将来、同様の事例が再発しないようにスイフト社は4  

つの改善措置を提示しており、それらについてUSDAは適切であると判断した。   

2． 当該工場の輸出用製品のスキャニング手順が、輸出適格品と輸出不適格品の紛れ  

込みを防ぐため、さらに強化される必要があることが分かった。   

3．当該工場担当のFSISの検査プログラム担当官（IPP）はEV研修を受けており、EV  

プログラム要件について十分理解していたうえ、関連する指令及び通知に則って輸  

出証明手順を実行している。   

4． 特定危険部位の除去は、当該工場の文書化された手順及びFSIS規則に則ってい  

た。FSISは、当該工場が 、日本向け牛肉のEVプログラムにある特定製品要件に  

定められているとおり、輸出適格な最終製品から月齢が確認された原料まで十分さ  

かのぼることが出来るものと確認できた。  

結論   

スイフト社は4つの改善措置を提示しており、それらについてUSDAは適切であると  
判断した。これらの改善措置には、日本向けの出荷が認められていない製品コードを認識  

した際にシステムの停止を行う在庫管理スキャニングシステムの再プログラミング（FS  

ISにより調査され、確認されたもの）、荷を集める場合は日本向け製品専用の包装ライ  

ンに日本向け製品のみを流すこと、出荷部門において、 日本向け製品の確認スキャン、手  

作業でのチェック及びラベルの目視確認を行うこと、が含まれている。FSISは、当該施  

設の日本向け製品のための輸出再検査手続きの一環として、これらの改善措置の検証をラ  

ンダムに行うこととする。FSIS検査官は、FSIS指令に従い、これらの改善措置が遵守  

されていないと判断した場合は輸出証明書に署名しない。  

FSIS及びAMSの査察により、当該工場の枝肉及び日本向けに輸出適格な最終製品の  

識別要件及び手順は十分なものであり、計画されたとおり実行されていることを確認した。  

一箱の20ポンド入り牛胸腺の不適切な出荷を除き、FSIS及び当該工場は、輸出に関す  

るFSIS指令及び通知を十分遵守していた。また、当該工場はAMSのEVプログラム要  

件に従っていた。  
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目的   

この文書の目的は、米国農務省農業販売促進局（AMS）の定めた日本向け輸出証明（EV）  

プログラムに適合していなかったSwift Beef Company（スイフト社）施設番号969の牛胸  

腺の入った1箱の積荷に関する事実と改善措置について米国農務省（USDA）食品安全検査  

局（FSIS）プログラム評価執行審査部（OPEER）遵守調査課及び内部調査員により実施さ  

れた調査の結果を提示することである。調査は、2006年10月16日のスイフト社による日本  

向けの不適格な胸腺の出荷に関する事案について、徹底的な審理を行うために実施された。   

背景   

米国産食肉及び食鳥製品の他国向け輸出は、独立しているが相互に依存した3つの組織  

の活動によって構築されている。すなわち、米国食肉・食鳥業界、FSIS及びAMSである。  

米国食肉・食鳥業界は健康な動物のと畜と、健全で、適切に表示され、適正な食品の提  

供に関する責任を負っている。米国食品安全基準への適合に加え、業界は輸入国によって  

課される全ての条件を満たさなければならない。米国からの製品の輸出が米国農務省によ  

り認可されることが可能となる以前に、米国食品安全条件及び輸入国の貿易条件の双方に  

適合しなければならない。  

FSISは食肉及び食鳥製品の検査と他国への製品の輸出証明についての責務を負ってい  

る。2006年3月1日に公表されたFSIS指令9000．1改訂1「輸出証明」は、これらの責務につ  

いて詳細な記述を提供している。FSISの規制に関する主要な役割は、食肉及び食鳥製品が  

適正で、国内及び国際取引における販売に関する全ての米国食品安全基準に適合している  

という重要な決定を行うことである。この規制に関する活動は、FSISがUSDAの検査印を貼  

付する時点で完了する。しかし、FSISの職員が製品の輸出証明書に署名するためには、検  

査完了後に追加的検証が必要である。  

AMSは、輸出認定された施設が輸入国の条件に適合できることを保証するためのEVプロ  

グラムの基準を設定する責任を負っている。これらのプログラムはAMSによって有料で認  

定・監視され、手数料は参加する施設が支払う。  

USDA検査印とAMSのEVプログラムの組み合わせにより、輸出向けの米国産食肉及び食鳥  

製品が、全ての米国食品安全基準および輸入国の貿易条件に適合しているものとして認証  

されるに足るとの保証が得られる。   

人目S輸出証明（EV）プログラム   

AMS監査審査遵守（ARC）室は、USDAのEVプログラム下で食肉・食肉製品の適格な供給者  

として企業を審査・認定する責任を負っている。当該EVプログラムは、個別の国の特定製  

品要件を概説する。  

EVプログラムにより製品を海外に輸出する施設は、まずEV認定の申請を行わなければな  

らない。この申請は、認定されるべき製品及び製品要件に適合するために必要な製造手順  

を特定する。  

EV認定の適格者となるため、施設はUSDAに認定された品質システム評価（QSA）プログ  

ラムを実施しなければならない。QSAプログラムは、施設に特定の製品要件に適合する手  

法及び一貫した品質の製品を提供する能力を顧客に対し保証する機会を提供する。  
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QSAプログラム認定を得るための条件の一つとして、EV認定に申請する施設は文書化さ  

れた品質管理システム（QMS）を提出しなければならない。当該QMSは品質マニュアル、文  

書化された特定製品要件、文書化されたQMS手続き、全QMS文書の管理手続き、関連する施  

設の記録の管理手続きを含まなければならない。  

更に、QSAプログラム認定を取得する前に、施設は製品の品質に影響を与える作業を行  

う従業員は適切な教育、研修、技術及び／又は経験に基づいて有能であることを示さなけ  

ればならない。全ての研修は文書化され、記録が保存されなければならない。  

AMSのARC室の職員はEV認定された供給者に対する定期的な査察を実施する。これらの  

施設に事前に通告される査察は1会計年度（10月1日から9月30日）当たり最低2回実施さ  

れる。しかし、以下のいずれかの理由がある場合には、それ以上の頻度で事前通告のある  

査察が行われることがある：（1）査察中に多くの重要度が高い又は低い不適合が見つか  

った場合、（2）顧客の苦情が継続的な問題の存在を示すものである場合、（3）顧客、貿  

易相手国又はその他の財政上の関係者により表明される特定の要求を満たすため、（4）A  

RC室長により指示された場合。  

適格な供給者は、USDA EVプログラムに関するAMSのウェブサイトに掲載される。ある国  

に関する公式リストに掲載された適格供給者のみが当該国のEVプログラム条件に適合する  

と認められる製品を供給することができる。適格品は認定されたEVプログラムの下で生産  

され、施設によって同プログラムの条件に合致していると特定されなければならない。輸  

出条件に関するFSISライブラリに掲載されている適格品のみが、FSISの輸出証明書の対象  

となり得る。  

日本向け輸出証明プログラム   

日本向け輸出証明プログラムは、生鮮／冷凍の牛肉及び牛内臓並びに子牛肉及び子牛内  

臓は20か月齢以下の牛から生産されたものであることを要求している。  

施設は、プログラムの条件、特定製品要件の遵守の証拠及びQMSの効果的な実施の証拠  

を提供するための記録を作成・維持しなければならない。輸送文書（積荷証券等）は「日  

本向けEVプログラム条件に適合した製品」という記述がなければならず、製品と製品数量  

が明確に特定されなければならない。適格施設により製造され日本への輸出証明プログラ  

ムの条件に適合していると確認された適格品は、「日本向けEVプログラム条件に適合した  

製品」と記述されたFSISの輸出証明書を受ける。   

調査結果   

確定及び初期対応   

2006年10月30日、記録上の輸入者は、スイフトビーフ社社員にFSIS輸出証明書MPG－3906  

35によりカバーされる日本向け貨物の中の非適格品である牛胸腺1箱について報告した。  

これに対し、スイフト社は、本件に関係した輸入者に対し2006年10月30日及び31日付け  

の本件に関する2通の書簡を発出した。当該書簡では、スイフト社は問題の原因の仮説を  

たて、この間違いが将来の積載において起きることを防止する改善措置を提案した。当該  

書簡において、製品の各箱及びパレット上の製品に対する電子的スキャンの手順における  
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問題が原因の根漁であると特定した。また、経験の浅い従業員が間違った箱（胸腺）を日  

本向け牛タンのパレット上に載せてしまったという可能性も認めた。将来の誤った出荷を  

防止するため、スイフト社は自社の内臓製品の出荷手順を変更する予定である。パレット  

上の各箱が適切な製品コードを持つことを確認するため、各箱を電子的に手持ちのスキャ  

ナーで調べることとしている。  

2006年11月1日に、農林水産省（MAFF）と在東京アメリカ大使館が面談した。農林水産省  

は米国政府職員に、日本に到着した非適格品について伝え、USDAが本件の調査を実施し、  

報告書を提出することを求めた。  

2006年11月1日、FSISのプログラム評価執行審査部（OPEER）のWilliam C．Smith局長  

補は、スイフト社が2006年10月16日に日本向けに非適格品（20ポンドの「胸腺」）を輸出する  

との結果に至った状況について調査を開始した。  

2006年11月6日、在東京アメリカ大使館は日本国政府に暫定的な所見を伝達した。  

2006年11月8日、日本政府はプレスリリースを行った。プレスリリースは「10月30日、  

大阪港に到着した貨物の中に1箱の胸腺が含まれていたと動物検疫所に輸入者が報告し  

た。胸腺は特定危険部位ではないが、米国農務省により発行された輸出証明書に記載され  

ていなかった。」としている。当該プレスリリースは「問題の施設からの貨物に対する輸入  

手続きは、前述の貨物を含め保留される。現時点で、USDAは当該製品は日本向け貨物と誤  

って出荷され、USDAは出荷時の貨物の確認を強化すると説明している。」とも述べている。   

調査結果   

スイフト社施設番号969は、コロラド州グリーリーにある、大規模なと畜及び加工施設  

である。  

スイフト社は、日本向けに牛肉製品を輸出するためのEVプログラムの実施及び継続を申  

請し、AMSより認可されている。スイフト社は、輸出のために日本向けEVプログラムの  

下でと畜し様々な牛肉及び内臓製品（胸腺は除く）を部分肉加工することを認可されてい  

る。スイフト社は、2006年7月27日以降、EVプログラムに基づく食肉製品を31件（約571，8  

02ポンド）輸出していた。  

具体的には、2006年10月14日に、スイフト社は、完成された2ページのFSISの様式9060  

－6（輸出証明書の申請書）を、当該施設の消費者安全検査官（CSI）であるDavid E．Guti  

errezに提出することにより、自社の施設の数種類の牛肉及び牛タンを輸出するための輸  

出証明書を請求した。2006年10月14日付の当該申請書には、牛胸腺は記載していない。申  

請書のリストに含まれていた牛肉製品は、以下の表の通りである：  

【略】  

申請書には、全ての製品について、「OSAKA／316723」という出荷印及び「969」という施設  

番号も記載していた。また、申請書には、「この製品は、日本の輸出証明（EV）プログラ  

ムの条件に適合している」という記述もあった。FSISの様式9060－6（輸出証明書の申請書）  

に署名しているスイフト社の代表者は、出荷部のリスターであるRobert Donlonであった。  

CSIのGutierrezは、2006年10月14日に申請書に署名した。  
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スイフト社は、輸出証明書番号MPG－390635の、日本向け輸出用のEV牛肉を、2006年10  

月3日～6日・、9日～13日に製造した。数種類の牛肉及び内臓（牛タン）からなる当該貨物  

に含まれていた牛の胸腺は、2006年10月10日に製造された。スイフト社は、USDAのE〉プロ  

グラムの下で生産され、施設ごとの日本向け認可製品リストに掲載されている製品を出荷  

することのみを認可されている。“牛の胸腺”は、施設番号969からの輸出が可能な製品  

としてリストには掲載されていなかった。   

「Sweetbreads Thymus Gland」という製品は、FSISの様式9060－5（食肉・食鳥輸出衛生証  

明書）及びFSISの様式2630－12（輸出証明書MPG－390635の続き）には、記載されていなか  

った。更に、スイフト社の食品安全管理者であるArt Rogersから提供されたオーダー番号  

316723の積荷目録には、「Sweetbreads Thymus Gland」は当該貨物に含まれる製品としては  

記載されていない。  

AMSは、まだ署名されていない輸出証明書を審査し、2006年10月16日に、当該輸出に関  

する証明書（Statement of Verification，SOV）を発行した。FSISの輸出証明書であるMP  

G－390635及びその他の輸出関係書類は、2006年10月16日に、CSIのGutierrezに提出され署  

名された。（FSISは、SOVを受け取る前に、輸出証明書に署名することはできない。）輸出  

貨物は、書類に示されているように、数種類の生鮮牛肉製品より構成されていた（760箱、  

23，966ポンド）。  

2006年11月6日、CSIのGutierrezは、宣誓陳述書で、工場側が、EV輸出用の全ての製品  

に押印したと述べた。CSIのGutierrezはさらに、製品が出荷準備され、押印された後に、  

工場は、CSIに再検査の準備ができたということを通知した、と述べた。CSIのGutierrez  

によると、「廊必定卵書の申′芳書を受げ靡ク次夢、2♂β∂牢βガノβ〝の作′5滞今夕β♂仇ノ改訂  

ノ戎び2β♂∂牢ユββノβ付／ナの作∫点数如ノクーβ∂中の窟示／こ穿ったフ 忍ば、スイフト＆カンパニ  

ー在彪静香号夕6タが、戯八郎／ナの雛を許可きれているとLて1瓜のgrクス∧／こ題炭きれ  

ているということを虜謬Lた。鮎が、願に対L亥当する膚斎‾の鮎のβ本局げ雛が  

許すきれたβ以犀／こと靡きれた牛由廃であることあ膚謬した。忍ば、用言のイン∧ラネッ  

トクェブダイトを磨Cて、廊鰭申′芳書に上記裁きれている鮎が、gγプログラムの下でβ本  

局げ鮎が碓であることを慮忍Lた。彪讃頒び瀞必申ノ芳書／こ拶炭きれている鮎メj認可  

きれた邑のであるということを腐訝した炭、鮎申′芳書に申彦者の署名があることを腐訝  

L、違反㌦せ申せ兼備＝Lた。忍ば虜虎節度び齢／銑訂好鼻肝仁一β夕β∂βJを二交付L、廊館野書  

中房書の原本に署名Lて嵐訝タ∂タ／こ虐却Lた。ヱ虜ば、鮎／こ卿L、茸％が厚顔査でき  

る躍磨仁あることを詔に穿芳した。廓βのための貨％の序炭査を行うノ賢、序務査のため／こ  

超示きれた農協と月度べるため／こ、忍ぼいつあ農協コー∧、、をj紆／こメモLている。忍ば、何  

らかの産卵ゞないかどうれ腰品のノ紛〝％を有線査Lたが、違反－ば屠られなかった。」と  

している。  

FSIS指令9000．1改訂1は、検査プログラム担当者に対し、特に製品が粗悪品または不衛  

生でないかに注意して、輸出適格であるかどうか官能試験を実施するよう指示している。  

もし、検査プログラム担当者が、製品の取り扱いや保管を不適切に行った兆候がないとす  

れば、再検査は必要なく、FSISの様式9060－6の輸出証明書申請書への署名を行い、FSISの  

様式9060－5の輸出証明書を発行することが出来る。検査プログラム担当者は、出荷カート  

ンの官能検査中に取り扱いや保管が不適切であるとの兆候を発見した場合には、箱または  

コンテナの5％を上限に無作為に抽出し、内容の健全性と安全性について検査を行う。  
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CSIのGutierrezは、2006年10月16日に、輸出書類（FSISの様式9060－5（食肉・食鳥輸出  

衛生証明書）シリアル番号MPG－390635、FSISの様式2630－12（輸出証明書の続き）MPG－390  

635、FSISの様式9290－1（日本向け輸出証明書）、FSISの様式2630－9（日本向け牛肉及び  

内臓輸出のレターヘッド証明書））に署名した。FSISの様式9060－5（食肉・食鳥輸出衛生  

証明書）シリアル番号MPG－390635中の日付に関する唯一の箇所は、発行日と書かれている  

が、そこには、2006年10月14日と記されていた。その書類には、署名日の記入箇所はない。  

面談メモによると、スイフト本社の食品安全、技術及び認証部長のSherriL．Jenkins  

が、AMSからのSOVを2006年10月16日に受理したと語っている。Jenkinsは、スイフト社  

事務所は、輸出製品が検査されたその同日に輸出証明書を完成し目付を入れ、USDA検査官  

が輸出証明申請書に署名したのは、2006年10月14日であったと述べた。彼女は、また、20  

06年10月14日は土曜日であったため、輸出証明書を認証しSOVを発行するAMSの事務所が休  

みであったと述べた。SOVの承認は2006年10月14日には不可能であった。したがって、輸  

出証明書は承認日である2006年10月16日にAMSに送付された。USDA検査官は2006年10月16  

日に輸出証明書に署名したというのが、彼女の理解である。  

スイフト社の出荷部門の担当者はEV輸出用の製品に混入した牛胸腺の箱に気付いていな  

かった。スイフト社出荷責任者のPhillip G．Mendozaは、2006年11月3目付面談メモの中  

で、輸出製品を含む冷蔵及び冷凍製品の出荷を監督するのが彼の責任であると述べている。  

Mendozaは、それまでずっと用いられていた手順によると、出荷晶が準備され、FSIS検査  

官が輸出証明申請書を承認すると、FSISの検査官は施設に対し輸出証明書と輸出印を交付  

すると述べた。この時点で、企業の従業員が輸出証明印を含む出荷印の印字を行う。この  

手順の間、検査担当官はサンプリングを観察し、出荷晶の検査を行う。  

Mendozaによると、以前は、会社はこの手順の間、全ての箱をスキャンするのではなく、  

パレットの識別番号を手作業でスキャンするのみであった。出荷部門は、間違った製品が  

パレットに置かれていないことを確認するために全ての箱をスキャンし、人手によりラベ  

ルを確認するべきであったが、実施していなかった。Mendozaは、輸出の問題を知らされ  

た後、出荷区域のスキャナーをチェックし、正常に作動してることを確認したと述べた。  

また、彼は、続いて内臓部門のスキャナーをチェックしたところ、それらが正常に作動し  

ていないことがわかったと述べた。  

スイフト社が出荷を行った、2006年10月16日の後、AMSは、月齢が確認できる牛から生  

産された内臓製品および副生物（variety meats）が、追跡可能で、分別され、正しく識  

別され、と畜時に20か月齢以下の牛由来であったことを確認するために実施した、目的を  

限定したスイフトの査察の結果を出した。これは、USDA家畜・種子プログラム、ARC室品  

質システム査察報告「110306最終版」として掲載されている。その「勧告」には、「査察  

結果に基づき、査察官は、スイフト社（コロラド州グリーリー）が、対日輸出向けの月齢  

判明牛由来の内臓製品および副生物について認可されることを推奨する。、」としている。  

品質保証（QA）責任者のScottJ．Leachは、11月3日付面談メモの中で、施設は、スキャ  

ナーの故障が日本向け牛タンのパレットに胸腺の箱を混入させた原因であると決定したの  

ではないかと述べた。また、工場長のBillie R．Danleyは11月3日付の面談メモの中で、  

内臓部門のスキャナーが正しく作動していなかったのではないかと述べた。また、2006年  

10月31日付のスイフト杜からの輸入業者あてEmailにおいて、病気であったと言及されて  

いる人物について問われて答える形で、Danleyはこの説明は単なる仮説であり、当時病欠  
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または休暇中であった責任者はいなかったと述べた。   

Jenkins及びRogersは、2006年11月3日付共同面談メモの中で、工場は、現状のスキャナ  

ーのプログラムを検証しているところであると述べた。また、内臓用の色つきコードのラ  

ベリング（EVプログラム）も検討されている選択肢の1つであると述べた。   

Jenkinsは2006年11月10日の署名入り文書において、 「／スイフト社のぽかの産屋が  

た書評をβ分力j瀞露Lたところ、周宗野の彪顔の屠を含むβ荷ば、縦貫「′ラックノ♂ノ  

gノ4刷－β、カタフォルニアメ仰オークラン与、澄由でβ本のノ大原潜仁摩彦イブきれるコンテナ  

昇脚夕∫ノ♂ノタ、封伊昇2ガノ甜の抑書（ラ資上廊遂ノ捌朋クββ甜β♂郎ごよクカバーよれ丁  

いる。このコンテナば窟厨夕∂夕／こおいて虜粛きれ、カタフォル／ニアメWオークラン∧、澄由で  

β本／こ何かう屏仁封印された。」と述べた。  

内臓スキャン担当のGlenda L．Perezは、11月13目付面談メモにおいて、問題の胸腺が  

日本向けに出荷されたその当日何が起こったのか定かではないと述べた。彼女は、スキャ  

ナーには何か問題があるとは気づかなかった。また、管理部門の従業員が、スキャナーの  

正確性について点検し、スキャナーが再プログラミングされたことを承知していると述べ  

た。  

スイフトビーフ社から報告された改善措置   

スイフト社は4つの改善措置を提示しており、それらについてUSDAは適切であると  

判断した。これらの改善措置には、日本向けの出荷が認められていない製品コードを認識  

した際にシステムの停止を行う在庫管理スキャニングシステムの再プログラミング（FS  

ISにより調査され、確認されたもの）、荷を集める場合は日本向け製品専用の包装ライ  

ンに日本向け製品のみを流すこと、出荷部門において、日本向け製品の確認スキャン、手  

作業でのチェック及びラベルの目視確認を行うこと、が含まれている。FSISは、当該施  

設の日本向け製品のための輸出再検査手続きの一環として、これらの改善措置の検証をラ  

ンダムに行うこととする。FSIS検査官は、FSIS指令に従い、これらの改善措置が遵守  

されていないと判断される場合は輸出証明書に署名しない。スイフト社の4つの改善措置  

は以下に述べるとおりである。  

FSISの消費者安全職員（CSO）のBobby Maxwellはスキャナーを用いた胸腺の包装工  

程を観察した。彼の観察／報告はスイフトにより講じられたスキャンの工程における改善  

措置を明らかにしている。  

ノノガノ♂β、Cざβのβ0ムムγ肋ズ町eノノば、スイフ∧＆カンパニー在鹿茸番号夕∂夕の食品安全  

責任者である月rとガロger∫から脇甲／こおげるスキャンを行うヱ産のデ盲ンストレー  

ション／こよる威卵を受げぇ。（昔βの船方〝eノノば、脚／こおいでノ屠の彪顔が計量＃   

／こ何かクコンベアを犀クてぐるのを爵穿Lた。その厨／こば彪靡メミスっておク腐■の＿蓋ぼ  

ノ野げられ丁いたので、計量を行う従業貞／ま鮎が何であるかを櫛L、スキャナー仁  

題材なコー∧、、をスノケすることができた。当亥コンベア上／こ／ゴ彪顔以外の嚇邑あ  

った。その膚■が＃量厨に虐Lたノ野、従業貞ば彪靡の題材なコー∧、、（彪β5ZノをスカL、  

その彦虜■を計量＃／こ廣せた。当亥鮎ば＃量きれ j若菜貞ば＃量＃カ〕らラ〈ンレを印字  

L屠の∠軌面に彪‾ク付げた。その産経業貞ば膚■の蓋を膠C、／宗全／こ屠上謬めされラベル／の  

付きれたj晩顔を窟初のコンベアと垂直に位置する彪のコンベアに送った。  
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この2番βのコン／ベアば、このコン／ベア／こあ男一なる鮎メj二葬っておク、／ヾレッ∧仁屠  

威する区二好／こノ命っ丁いた。Jつのバレノ∧に虜粛するヱ■岸で、彪虜の膚■ぼバレッ∧の  

上仁者かれた バレッ∧ への虜裁リj：膵アナると、バレプ∧膚粛区二好の産業貞ばバレッ  

∧の上段／こある膚■の一つ／こパレッ∧眉のバーコー′’、ステッカーを彪‾った。この鮭業貞  

ぼそのバーコー∧、、をスキャンL、スキャナーをプロブラミ．ングした。当亥スキャナー  

ばシンボル／の戯L㍑′シターズ：モデル／の－≠符ち務屏スキャナーであった，スキャナーがプ  

ログラミングきれると、産業貞ぼバレノ∧上の願の膚■をスキャンLた。月rfノわger∫   

／こよると、j晩靡の虜身の腐オj’スキャン／きれると、スキャン／きれた虜冴の厨とノ野Cコー  

トあ移つ卓彦／ヾレッ′上の彪の膚■をスキャナーメj這訊許するよう／こセッ′きれ、彪虜の  

コー∧’以外のコー′’、を有する虜オゞスキャン／きれると、これらば超超きカるとのことで  

あった。  

（苫クの肋ズ腔ノノばデモンス′レーションを．好め、」rと此）ger∫ばノ膚■のタンを彪靡のバレ  

ッ′／こ威せ、定業貞に尊顔窟をスキャンするよう彦示Lた。当炭詔オゞスキャン′きれた  

ノ野、スキャナーばロックきれ、スキャナーの館上／こレヾレノ∧上に虜粛きれた鮎  

があク、次／ご選言／でばならないノとのメッセージを表示Lた。この鏡煮でj客業貞ばス  

キャナーを序プロタラミンクいし、バレッ∧の／ヾ－コー∧、オ〕ら潜めるところから／ヾレノ  

∧の全膚－のスキヤユ／をやク虐‾す‾ことを＿余廣一なぐきれた。  

Mendozaは2006年11月3日付の面談メモにおいて、会社は以下の改善措置を講ずることを  

言明した。   

・内臓部門および出荷部門双方でパレット上の全ての箱は、日本への出荷に先立ち確認の  

ためにスキャンされる。  

・内臓部門の監督者は製品の数を手作業で数え、日本向け製品のラベルを目視で確認する。  

・出荷部門の積荷日録記録は、適切なシリアル番号を確認し照合される。  

・箱の100％についてラベルおよび箱の数が適正であることを証明するもの（今後決定）  

の承認を行う。  

施設の工場長であるBillie R．Danleyは2006年11月3日付けの面談メモにおいて、彼ら  

が今般講じている安全措置は、荷を集める場合に、包装ライン上には、日本向けに製造さ  

れた製品のみ流すことであると述べた。彼らはまた、全ての箱を個々に手でスキャンし、  

出荷に先立ち実際に人が製品の箱数を数える。  

スイフト社の輸出、方針および手順に関するQSAプログラムの直近の2006年10月31日付  

け改正版23ページによれば；「月齢訂野牛がと着きれるβ／ま、機訊甲ばシフ′の原潜辟  

仁．おいて、磨居せれた内戚を尿管することができゑ ノβ戯許労ロブ∧内の牛の虜訝／よ、と  

畜の甜と農道劇ノ甲／こ磨顔と顔巣カー∧、、の．双方を虐CT者好きれる。弟β館野草ロブ∧の  

ノ野潜ぼノ野併／こ適：好きれる。と畜の甜朋虐軌訂野牛の農産の一層の彦を、と畜フロアの磯  

原爵テーブル′までついていぐ。その鏡露で、と畜甜ば㈲融仁ノ無綬で者彦の月館≠野  

牛がノ殉好テーブル／／こ身者Lたことを磨二移する。ニの鏡窟で、β本府／ナ励要用／ご躍ぎれた  

㈲の盈造中止が行われる。この上観点で分j好またばノ窟j好きれていない全ての虜クの肉  

麒題／ま「殿鮎仁／二筋下切きれる。〃7戯訂〈好御子膨」  
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米国査察・スイフト社グリーリー工場現地調査の日程  

月日   日程   

11月26日（日）  成田 → デンバー   

27日（月）   成田 → デンバー  

打ち合わせ   

28日（火）   （移動日）   

29日（水）   タイソン社（カンザス州）   

30日（木）   ナショナルビーフ社（カンザス州）   

12月1日（金）  カーギル社（カンザス州）   

2日（土）   （移動日）   

3日（日）  

4日（月）   ケノークストーン社（カンザス州）   

5日（火）   （移動日）   

6日（水）   ネブラスカビーフ社（ネブラスカ州）   

7日（木）   スミスフィールド社（アリゾナ州）   

8日（金）   ハリスランチ社（カリフォルニア州）   

9日（土）   （移動日）   

10日（日）  

11日（月）   スイフト社グリー」ノー工場現地調査（コロラド州）   

12日（火）   デンバー 発   

13日（水）   成田着   

出張者 厚生労働省及び農林水産省の担当者1チーム（計3名）   




